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令和３年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：令和３年８月30日～10月４日）

議決した案件
議案の内訳

●条例案…４件　●予算案…５件　●同意案…２件　●諮問…３件
●その他…７件　●議員提出議案…１件

（●全会一致可決…21件　●賛成多数可決…１件）
ただし、10月４日に議決された案件は除きます。なお、それらの案件は12月発行の臨時号に掲載予定です。

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 創生会 清新の会 創志会 公明党 令和会 市民クラブ
日
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友
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※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席
※表決が分かれた議案名　議案第109号　公の施設の指定管理者の指定について（道の駅西条のん太の酒蔵）

や
組
織
」、「
施
設
の
効
用
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
こ
と
」
の
点
数
が
非

常
に
高
い
が
、
何
を
評
価
し
た
の
か
。

Ａ 　

県
内
の
大
型
商
業
施
設
の
運
営
実

績
が
あ
る
こ
と
、
市
内
の
Ｊ
Ａ
、
漁
協

を
は
じ
め
と
し
た
地
元
生
産
者
団
体

や
飲
食
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
る
事

業
の
企
画
が
あ
っ
た
こ
と
、
大
学
や
西

条
農
業
高
等
学
校
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携

し
、
地
元
の
方
々
と
の
話
し
合
い
を

持
っ
た
上
で
、
見
え
る
化
を
し
て
説
明

さ
れ
た
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
会
議
で
の
討
論

　

  　
　

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
原
因

で
あ
る
指
定
管
理
者
制
度
は
検
証
の

必
要
が
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

反
対

◎
指
定
の
内
容

○ 

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る 

公
の
施
設
の
名
称

　

  

東
広
島
市
道
の
駅
西
条
の
ん
太
の
酒
蔵

○
指
定
管
理
者
の
名
称

　

株
式
会
社
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

○
指
定
期
間

　

令
和
3
年
10
月
1
日
か
ら

　

令
和
10
年
3
月
31
日
ま
で

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

こ
の
道
の
駅
は
防
災
道
の
駅
と
し
て

避
難
所
機
能
を
有
す
る
が
、
実
際
に
災

害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
指
定
管
理
者
が

避
難
者
の
誘
導
な
ど
を
行
う
の
か
。

Ａ 　

非
常
時
に
は
そ
う
い
っ
た
対
応
も

し
て
い
た
だ
く
。

Ｑ 　

指
定
管
理
者
の
選
定
審
査
の
評
価

項
目
の
う
ち
、「
事
業
へ
の
具
体
的

な
取
組
み
」
と
「
施
設
の
運
営
体
制

〈
議
案
第
109
号
〉

道
の
駅
西
条
の
ん
太
の
酒
蔵
の

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

議案書、提出議案説
明書など、本会議資
料は、こちらのQR
コードからご覧い
ただけます。
リンク後、「議案一
覧」をクリックして
ください。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
事
業
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
や
新
分
野
展
開

な
ど
を
図
る
市
内
の
事
業
者
を
広
く
支
援
す
る
制
度
の
創
設
に
要
す
る
経
費
な
ど
を

追
加
す
る
と
と
も
に
、
今
年
の
7
月
及
び
8
月
の
大
雨
に
よ
り
被
災
し
た
箇
所
の
応

急
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
追
加
す
る
た
め
、
総
額
に
20
億
6
，
8
6
1
万
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を
923
億
1
，
9
4
3
万
円
と
す
る
令
和
3
年
度
補
正
予

算
（
第
5
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
118
号
〉

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
5
号
）
を
可
決

補正予算（第５号） 補正額20億6,861万円
〈うち新型コロナウイルス感染症対策分１億6,893万２千円〉
 ①経営維持パッケージ支援（137,100千円）
 　・ビジネスチェンジ支援
 　・国助成制度（事業再構築補助金）の活用促進
 　・東広島SAKE  DE  KANPA I ！！キャンペーン
 ②子ども支援・保護者支援
 　・日帰り型産後ケア事業・産前産後家事支援事業の拡充
 　　（4,001千円）
 ③教育支援
 　・潜在的な困窮学生も含め、食の面での生活支援
 　　（7,409千円）
　　　　　など
〈うち災害対策分12億2,200万円〉
 ①災害復旧工事の推進
 　・ 土木施設（道路・河川）の災害復旧（1,037,000千円）
 　・農業用施設の災害復旧（185,000千円）
 ②維持補修の加速化
 　・市道等道路維持修繕（182,000千円）
 　・河川維持修繕（20,000千円）
 ③避難所運営協力交付金の追加（2,953千円）

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

避
難
所
運
営
の
交
付
金
の
補
正
に

よ
り
、
ど
の
く
ら
い
の
数
の
避
難
所

を
何
日
運
営
で
き
る
の
か
。

Ａ 　

21
か
所
の
避
難
所
を
3
日
運
営
で

き
る
。

Ｑ 　

避
難
所
運
営
交
付
金
の
具
体
的
な

使
途
は
何
か
。

Ａ 　

避
難
所
開
設
の
協
力
金
、
実
際
に

住
民
自
治
協
議
会
で
避
難
所
運
営
を

い
た
だ
く
場
合
の
運
営
協
力
金
、
住

民
自
治
協
議
会
が
指
定
管
理
者
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
光
熱
水
費
相
当

分
と
し
て
維
持
管
理
金
を
お
支
払
い

す
る
。

Ｑ 　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
困
窮
し
て
い
る
学

生
へ
の
東
広
島
市
産
の
米
の
配
布
は
何

人
分
ぐ
ら
い
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

Ａ 　

困
窮
し
て
い
る
学
生
の
把
握
が
難

し
い
状
況
は
あ
る
が
、
広
島
大
学
、

総
務
委
員
会
関
係
分

近
畿
大
学
工
学
部
、
広
島
国
際
大
学

の
合
わ
せ
て
約
1
万
7
，
0
0
0
名

の
約
1
割
に
あ
た
る
1
，
7
0
0
名

を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ 　

困
窮
し
て
い
る
学
生
へ
の
東
広
島

市
産
の
米
の
配
布
に
つ
い
て
、
ニ
ー

ズ
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

Ａ 　

各
大
学
と
協
議
を
す
る
中
で
、
物

資
の
支
援
、そ
の
中
で
も
、米
の
ニ
ー

ズ
が
学
生
の
中
で
比
較
的
高
い
と
い

う
声
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ 　

日
本
酒
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

酒
造
組
合
、
東
広
島
市
内
の
全
て
の

生
産
者
が
対
象
な
の
か
。
あ
る
い
は
、

※
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
だ
け
を
設
け
て
い
る

と
こ
ろ
の
業
者
が
対
象
な
の
か
。

Ａ 　

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
設
け
て
い
な
い
蔵

元
が
1
社
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
以
外
に
も
電
話
や
フ
ァ

ク
ス
な
ど
で
注
文
は
受
け
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
対
象
と
し

て
考
え
て
い
く
。

市
民
経
済
委
員
会
関
係
分

※ECサイト　　  自社の商品やサービスを、インターネット上に置いた独自運営のウェブサイト
で販売するサイトのこと。
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○
施
行
期
日

　

  

住
民
合
意
を
経
て
行
わ
れ
る
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
係
る
都
市
計

画
の
決
定
の
告
示
が
あ
っ
た
日
等
。

た
だ
し
、
審
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
条
例
公
布
の
日
か
ら
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
な

る
ま
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ 　

な
る
べ
く
早
く
と
の
思
い
は
あ
る

が
、
住
民
の
方
々
と
の
同
意
を
得
る

必
要
も
あ
り
指
定
ま
で
の
期
間
を
見

込
む
こ
と
は
難
し
い
。

◎
条
例
の
内
容

○
保
存
活
用
計
画

　

  

教
育
委
員
会
は
、
東
広
島
市
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議
会
の

意
見
を
聴
い
て
、
保
存
地
区
の
保
存

及
び
計
画
を
定
め
ま
す
。

○
現
状
変
更
行
為
の
規
制

　

  

保
存
地
区
内
に
お
い
て
次
の
行
為
を
行

う
場
合
は
、
市
長
及
び
教
育
委
員
会
の

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

・ 

建
築
物
等
の
新
築
、
増
築
、
改
築
、

移
転
又
は
除
却

　

・
建
築
物
等
の
外
観
変
更
な
ど

○
経
費
の
補
助
等

　

  

保
存
地
区
内
で
の
建
造
物
等
及
び
環

境
物
件
の
管
理
、
修
理
、
復
旧
等
へ

の
補
助
に
つ
い
て
規
定
し
ま
す
。

〈
議
員
提
出
議
案
第
7
号
〉

少
人
数
学
級
と
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

〈
議
案
第
114
号
〉

東
広
島
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
条
例
を
制
定
し
ま
す

　

都
市
計
画
に
定
め
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
現
状
変
更
の
規
制
や
、
補
助

の
内
容
な
ど
、
町
並
み
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
定
め
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
が
計
画
的
に
教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
少
人
数

学
級
の
早
期
実
現
と
教
職
員
定
数
の
改
善
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国
負
担

割
合
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
を
、
国
会
及
び
政
府
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

意見書の要旨
　令和３年３月の法改正を受け、公立小学校の学級編制標準が段階
的に35人に引き下げられるが、今後、小学校だけでなく、中学校・
高等学校等での35人学級の実現が必要である。あわせて教職員定数
の改善も求められている。
　また、義務教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の
中で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられたが、国の
施策として定数改善に向けた財源保障を行い、子どもたちが全国ど
こに住んでいても一定水準の教育を受けられることは憲法の理念に
も適うものである。
　よって地方自治体が計画的に教育行政を推進することが出来るよ
う、国会及び政府に対し次項の措置を講じるよう求める。

１　  中学校・高等学校での35人学級を早期に実施すること。またさ
らなる少人数学級についても検討すること。

２　  子どもたちの豊かな学びを実現するため、教職員定数の改善を
推進すること。

３　  教育の機会均等と水準向上を図るため、義務教育費国庫負担制
度の国負担割合を引き上げること。

○送付先
　  衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
文部科学大臣


